
２０１５年３月２４日 

在リオデジャネイロ日本国総領事館 

 

リオ州の治安情報１４号 

 

バハ・ダ・チジュカ地区で強盗事件が多発 

 

リオ州公安局が出した統計によれば、２０１６リオ・オリンピックのメイン

会場であるバハ・ダ・チジュカ地区における２０１４年中の商業施設を対象と

した侵入強盗事件の発生件数が前年の２倍以上に増加しています。 

また、今月に入ってからも、以下の通り複数の強盗事件の発生報告を受けて

います。 

 

○ ３月１８日、リオ州公安局・公安研究院が出した統計によれば、バハ・ダ・

チジュカ地区における２０１４年中の商業施設を対象とした侵入強盗事件の

発生件数は、前年の約２．３倍に増加。 

本年１月中の同種強盗事件の発生件数は、前年が４件であったところ、９件

と同じく倍増。 

○ ３月１８日、バハ・ダ・チジュカ地区、バハ・ショッピング前路上で車両

強盗犯人と軍警察との銃撃戦が発生し、犯人１人が死亡、１人が逮捕。 

○ ３月１９日、第１６文民警察署からわずか２００メートルの地点に位置す

るバハ・ダ・チジュカ通り２２０番地、ホテル・サンフランシスコに武装し

た強盗が押し入り、従業員をロビーに閉じ込め、現金を強取した後逃走。 

 

【当館から】 

今年に入り、特に邦人の多く居住する南部地区（ゾナ・スール）における強

盗事件が多く報告されています。 

常に上記のような犯罪が隣り合わせであることを肝に銘じて、犯罪に会う確

率を下げるための最大限の努力を怠らないようにして下さい。 

 


